


 

  小児科領域において,乳児早期の閉塞性黄疽の診断,特に新生児肝炎(NH)と先

天性胆道閉鎖との鑑別診断は重要な課題として残されている。しかし今日まで

多くの努力にもかかわらず確実な臨床上の手掛りは得られていないのが現状で

ある。 

  Poley(J.Lab.Clin.Med.,1973)らは血清リポプロテイン-X(LP-X)の検出が両

者の鑑別に有用であることを報告,LP-X の有用性が検討されてきた。われわれ

も同様に小児期肝疾患患者のLP-Xの検出を試み,すでにNHとCBAの鑑別診断に

有用であることを報告しているが(医学のあゆみ,1976,小児科診療,1977),その

後さらに症例を重ね,検討を行なったので報告する。 


